
南

方
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
　 

私
の
足
跡
、
二
度
と
戦
争
す
る
勿
れ
　 

兵
庫
県
　
松
田
勇
　 

は
じ
め
に

戦
争
の
労
苦
を
子
孫
に
語
り
伝
え
る
た
め
に
は
、
な
ぜ
戦
争

が
勃
発
す
る
か
、
原
点
を
語
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
無
意
味
な

生
命
の
や
り
取
り
、
殺
し
合
い
だ
け
で
は
な
い
。
太
古
よ
り
の

生
命
は
総
て
動
物
に
限
ら
ず
植
物
に
至
る
ま
で
、
弱
肉
強
食
の

世
紀
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
人
間
が
地
球
を
征
服
し
、
人
口
が

増
加
し
、
文
明
文
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
大
自
然
が
破
壊

さ
れ
、
主
義
・
主
張
・
宗
教
等
の
異
な
り
、
ま
た
私
利
私
欲
の

た
め
に
、
人
を
殺
し
、
国
を
侵
し
、
生
物
を
撲
殺
し
た
。

日
本
も
大
昔
か
ら
随
所
に
お
い
て
侵
略
殺
■
を
行
い
、
長
い

戦
国
の
乱
世
の
終
結
を
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
に
て
幕
を
閉
じ

た
。
結
果
、
一
見
平
和
の
ご
と
き
時
代
が
流
れ
た
。
さ
れ
ど
士

農
工
商
と
身
分
の
上
下
関
係
を
作
っ
た
。
下
級
な
人
間
と
格
付

け
さ
れ
た
者
は
長
い
間
耐
え
忍
ん
だ
。
明
治
維
新
以
後
、
明
治

天
皇
の
政
治
と
な
り
、
一
応
平
和
国
家
と
な
っ
た
が
、
武
力
権

力
の
象
徴
と
て
親
衛
隊
を
創
設
し
、
徴
兵
制
が
布
告
さ
れ
た
。

天
皇
は
現
人
神
で
あ
っ
た
。

明
治
十
五
年
一
月
四
日
、「
軍
人
に
賜
り
た
る
勅
諭
」
の
発

布
に
て
確
固
た
る
軍
隊
が
発
足
し
た
。
国
民
の
三
大
義
務
の
中

で
一
番
重
大
な
男
子
青
年
に
達
せ
ば
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と
。

事
の
如
何
を
問
わ
ず
「
合
格
者
」
は
軍
人
と
し
て
徴
募
・
応
召

さ
せ
ら
れ
た
。
緊
急
の
場
合
は
二
十
四
時
間
で
出
頭
の
場
合
も

あ
る
。
軍
隊
（
人
）
は
総
て
こ
の
軍
人
勅
諭
が
根
幹
を
な
し
、



基
本
と
し
て
終
始
し
た
。

前
文
の
「
我
が
国
の
軍
隊
は
世
々
天
皇
の
統
率
し
給
う
所
に

ぞ
あ
る
…
…
」
一
〇
四
五
文
字
。
次
に
、

一
．
軍
人
ハ
忠
節
ヲ
尽
ス
ヲ
本
分
ト
ス
ベ
シ
…
…
二
六
四
文
字

一
．
軍
人
ハ
礼
儀
ヲ
正
シ
ク
ス
ベ
シ
　
　
　
…
…
二
八
七
文
字

一
．
軍
人
ハ
武
勇
ヲ
尚
ブ
ベ
シ
　
　
　
　
　
…
…
二
八
七
文
字

一
．
軍
人
ハ
信
義
ヲ
重
ン
ズ
ベ
シ
　
　
　
　
…
…
三
三
九
文
字

一
．
軍
人
ハ
質
素
ヲ
旨
ト
ス
ベ
シ
　
　
　
　
…
…
二
二
五
文
字

そ
も
そ
も
こ
の
五
箇
条
は
我
が
軍
人
の
精
神
に
し
て
、
一
つ

の
精
神
…
…
二
〇
九
文
字
で
結
ば
れ
。
総
文
字
数
二
六
八
一
字

で
、

日
本
陸
海
軍
軍
人
の
指
針
を
明
確
に
お
示
し
に
な
ら
れ
た
。

以
来
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
年
と
軍
部
が
■
頭
し
て
行
政

に
立
入
り
、
事
件
・
事
変
と
発
展
し
、
最
終
的
に
は
昭
和
十
六

年
十
二
月
八
日
の
国
交
断
絶
・
宣
戦
布
告
で
大
東
亜
戦
争
の
火

蓋
が
切
ら
れ
た
。

私
の
軍
足
跡

昭
和
十
七
年
四
月
五
日
、
大
阪
陸
軍
造
兵
廠
・
播
磨
製
造
所

入
所
（
徴
用
軍
属
）

。

同
年
八
月
八
日
、
中
部
第
五
十
四
部
隊
入
隊
（
応
召
）

。
姫

路
市
街
北
部
広
峰
山
麓
に
兵
舎
在
り
、
城
北
練
兵
場
、
東
西
約

千
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
百
メ
ー
ト
ル
に
て
訓
練
す
。
歩
兵
教

練
と
自
動
車
操
縦
訓
練
等
々
を
行
う
。

同
年
十
一
月
三
日
、
姫
路
参
道
三
三
三
号
に
て
、
出
動
命
令

を
受
け
転
属
す
。
同
出
発
。

同
年
十
一
月
十
一
日
、
満
州
国
樺
川
県
佳
木
斯
、
満
州
第
一

二
四
部
隊
、
朝
日
兵
営
に
て
特
訓
を
受
く
。

同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
第
十
師
団
輜
重
兵
第
十
連
隊
第
二

大
隊
第
六
中
隊
に
配
属
、
一
人
前
の
兵
隊
。
古
兵
と
起
居
を
共

に
し
て
、
内
務
班
の
厳
し
さ
を
知
ら
さ
れ
、
自
動
車
隊
の
初
年

兵
と
し
て
の
第
一
歩
を
叩
き
込
ま
れ
た
。

特
業
、
喇
叭
手
（
マ
ラ
ソ
ン
得
意
で
伝
令
要
員
）

。
就
中
、

将
校
集
会
所
・
連
隊
本
部
・
大
隊
本
部
当
番
と
衛
兵
所
勤
務
等

と
総
て
熟
知
敢
行
、
勿
論
、
本
科
の
自
動
車
の
走
行
操
縦
・
修

理
点
検
等
も
絶
対
人
後
に
落
ち
る
こ
と
な
く
訓
練
を
し
た
。
冬



季
の
零
下
何
十
度
の
厳
寒
に
お
け
る
ソ
連
国
境
方
面
へ
の
諸
物

資
の
輸
送
は
何
度
行
っ
て
も
大
変
だ
っ
た
。
ま
た
夏
季
の
湿
地

通
過
訓
練
・
昼
夜
転
倒
・
パ
ル
チ
ザ
ン
ゲ
リ
ラ
捜
討
訓
練
・
関

東
軍
・
師
団
合
同
、
連
隊
の
大
隊
、
中
隊
と
寒
暖
の
冬
夏
を
問

わ
ず
の
猛
訓
練
は
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。
当
時
、「
関
東
軍
は

百
万
と
称
せ
ら
れ
世
に
冠
た
る
精
鋭
軍
団
」
と
言
っ
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
二
十
八
日
、
捷
号
作
戦
命
令
に
て
、
第
十

師
団
（
通
称
号
鉄
兵
団
）
南
方
出
動
と
な
る
。

同
年
八
月
四
日
、
駐
屯
地
出
発
。
一
路
満
州
鉄
道
で
ハ
ル
ビ

ン
・
新
京
・
奉
天
を
経
て
鴨
緑
江
を
渡
っ
て
釜
山
に
集
結
（
そ

の
と
き
米
軍
機
の
夜
間
空
襲
が
あ
っ
た
）

。

同
月
十
五
日
、
釜
山
出
港
、
門
司
に
て
梯
団
を
組
む
。

同
月
二
十
八
日
、
台
湾
基
隆
入
港
。
船
中
の
二
週
間
は
丘
に

上
が
っ
た
河
童
の
ご
と
く
、
青
菜
に
塩
だ
っ
た
。

同
月
三
十
日
、
台
中
の
南
の
彰
化
街
に
駐
留
す
。
三
カ
月
間
、

対
ソ
戦
闘
訓
練
と
異
な
り
、
対
米
戦
闘
は
、
夜
間
の
斬
り
込
み

演
習
だ
っ
た
。
毎
夜
尻
に
タ
オ
ル
を
ぶ
ら
下
げ
て
目
印
に
し
、

小
さ
な
小
山
（
八
卦
山
）
を
這
い
回
っ
た
。

十
二
月
三
日
、
作
戦
命
令
に
て
高
雄
港
に
結
集
す
。

同
月
十
三
日
、
鉄
兵
団
本
隊
は
三
隻
の
輸
送
船
に
分
乗
出
港

す
。
目
指
す
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島
。

同
月
二
十
三
日
午
前
十
時
、
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
に
投

錨
す
。
即
、
揚
陸
作
業
に
全
力
を
挙
げ
る
。
同
僚
船
「
乾
瑞
丸
」

が
前
日
よ
り
機
関
不
調
に
て
少
し
遅
れ
て
い
た
が
、
敵
の
潜
水

艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
、
港
外
三
千
メ
ー
ト
ル
洋
上
に
て
轟

沈
す
。
我
が
連
隊
主
力
が
乗
船
し
て
い
た
の
に
、
リ
ン
ガ
エ
ン

湾
の
海
に
悔
恨
す
。

昭
和
二
十
年
一
月
四
日
、
米
軍
機
動
艦
隊
、
リ
ン
ガ
エ
ン
湾

に
現
る
。
奥
地
サ
ン
ホ
セ
ヘ
進
駐
す
。（
五
号
国
道
）
プ
ン
カ

ン
―
ミ
ヌ
リ
。
全
自
動
車
大
回
転
で
、
全
軍
の
弾
薬
・
諸
資
材

物
資
を
搬
送
す
。
敵
飛
行
機
の
襲
来
激
し
く
な
り
、
昼
間
は
隠

蔽
行
動
し
夜
間
の
み
の
行
動
と
な
っ
た
。

同
二
月
二
日
払
暁
、
バ
レ
テ
峠
通
過
。
同
峠
は
後
に
比
島
第

一
の
激
戦
地
と
な
っ
て
米
軍
戦
誌
に
も
「
多
大
の
損
害
を
受
け

大
変
苦
戦
を
致
せ
り
」
と
あ
る
。
敵
将
軍
ダ
ル
ト
ン
が
戦
死
し

た
た
め
に
、
現
在
は
ダ
ル
ト
ン
バ
レ
テ
峠
と
い
う
。
北
部
ル
ソ

ン
島
の
中
央
部
に
東
西
に
連
な
る
、
千
数
百
メ
ー
ト
ル
級
の
山

岳
地
帯
を
カ
バ
ラ
リ
ヨ
山
系
と
い
い
。
西
は
バ
ギ
オ
の
西
方
か



ら
、
サ
ラ
ク
サ
ス
峠
、
バ
レ
テ
峠
、
鈴
ヶ
峠
（
旧
ス
ペ
イ
ン
道
）

を
経
て
東
方
人
跡
未
踏
の
山
々
の
先
が
太
平
洋
で
す
。
峠
の
北

側
登
山
口
の
町
が
サ
ン
タ
フ
ェ
と
い
う
。
そ
の
前
方
の
深
い
谷

を
大
和
谷
と
命
名
し
、
こ
の
地
を
鉄
五
四
五
四
第
一
大
隊
の
重

点
基
地
に
す
。

註
・
こ
の
時
点
よ
り
随
所
・
拠
点
に
日
本
名
を
付
し
て
、
現

地
図
に
挿
入
せ
り
。

バ
レ
テ
峠
に
お
け
る
鉄
兵
団
は
鵬
形
防
御
の
陣
で
、
あ
た
か

も
大
鷲
が
雄
飛
し
て
る
か
の
ご
と
く
。
右
翼
先
端
よ
り
、
桐
・

柳
・
樫
・
撫
・
建
武
台
・
赤
城
山
・
榛
名
山
。（
中
央
部
に
）

前
方
よ
り
（
先
陣
）
妙
義
山
・
雄
建
台
・
金
剛
山
・
天
王
山
。

（
司
令
部
）
朝
日
山
。
左
翼
に
冑
山
・
南
山
そ
の
後
に
要
山
。

そ
の
中
間
に
、
南
北
に
長
く
、
南
妙
高
山
・
北
妙
高
山
と
布
陣

せ
り
。
な
お
、
鉄
兵
団
本
体
に
配
属
部
隊
、
津
田
支
隊
以
下
七
部
隊
、

増
加
部
隊
（
三
月
以
降
）
十
四
部
隊
に
て
、
総
兵
員
・
二
万
一
七

〇
二
名
な
り
、
本
作
戦
に
て
戦
没
者
一
万
八
七
二
六
名
。

同
五
日
、
マ
ン
カ
ヤ
ン
、
五
号
国
道
ア
リ
タ
オ
東
南
二
千
メ
ー

ト
ル
山
麓
地
点
を
自
動
車
大
隊
基
地
と
し
、
各
陣
地
、
バ
レ
テ

峠
を
中
心
に
し
て
東
西
の
山
岳
や
深
い
谷
々
に
第
一
・
第
二
大

隊
協
力
し
て
、
輜
重
兵
の
本
分
を
発
揮
せ
り
。

な
お
、
満
州
第
一
二
四
部
隊
を
出
陣
時
の
編
成
表
は
、

大
隊
本
部
　
指
揮
班
二
〇
名
　
作
業
隊
一
〇
名

付
　
修
理
班
　
二
個
分
隊
二
八
名

第
四
中
隊
（
義
烈
隊
）
　
九
九
名

指
揮
班
・
三
個
小
隊
・
六
個
分
隊

第
五
中
隊
（
尽
忠
隊
）
　
九
七
名

指
揮
班
・
三
個
小
隊
・
六
個
分
隊

第
六
中
隊
（
結
誠
隊
）
　
一
〇
六
名

指
揮
班
・
三
個
小
隊
・
六
個
分
隊

台
湾
に
て
数
名
の
入
院
患
者
あ
り
、
比
島
戦
線
時
は
多
数
の

補
充
増
援
が
各
中
隊
に
あ
っ
た
。
な
お
、
名
簿
中
終
戦
時
の
生

存
者
は
三
〇
名
だ
っ
た
。

三
月
六
日
、
第
二
大
隊
第
一
線
配
備
の
命
下
る
。
歩
兵
大
隊

と
改
編
し
、
重
機
関
銃
小
隊
を
中
心
に
、
三
個
中
隊
各
々
軽
機

関
銃
分
隊
等
々
再
編
成
し
て
、
勇
躍
妙
高
山
陣
地
に
出
陣
す
。

マ
ン
カ
ヤ
ン
基
地
は
最
小
限
の
兵
員
に
て
警
備
及
び
輸
送
に
専

念
す
。



四
月
二
十
日
、
師
団
司
令
部
へ
転
属
命
令
あ
り
、
最
前
線
糧

秣
所
警
備
分
隊
長
（
一
個
分
隊
引
率
）
着
任
。

六
月
一
日
、
マ
ン
カ
ヤ
ン
基
地
（
原
隊
復
帰
）

。

同
月
三
日
、
同
地
出
発
、
前
夜
来
ア
リ
タ
オ
に
砲
弾
の
飛
来

炸
裂
す
る
を
目
に
す
る
（
兵
站
病
院
等
）

。

同
月
五
日
、
ビ
ノ
ン
峠
。

同
月
十
三
日
、
カ
シ
ブ
着
五
号
国
道
よ
り
■
か
東
南
東
四
十

キ
ロ
の
盆
地
。
鉄
兵
団
集
結
完
了
。

七
月
十
四
日
、
カ
シ
ブ
出
発
、
東
北
ピ
ナ
パ
ガ
ン
に
向
か
っ

て
、
先
頭
（
抜
刀
隊
）
と
し
て
移
動
す
。

八
月
二
日
、
ピ
ナ
パ
ガ
ン
着
。
即
食
料
を
調
達
し
て
救
援
隊

で
出
発
す
。
約
二
十
日
間
人
跡
未
踏
の
山
岳
地
帯
を
携
帯
食
料

欠
乏
し
、
傷
■
の
身
に
医
薬
な
く
、
熱
帯
地
の
病
魔
に
襲
わ
れ
、

倒
れ
し
戦
友
幾
百
千
、
そ
の
惨
状
を
目
に
し
た
と
き
の
こ
と
、

今
思
い
出
し
て
も
、

息
を
の
む
戦
闘
以
上
に
悲
惨
壮
絶
で
し
た
。

八
月
二
十
日
、
終
戦
を
知
ら
さ
れ
る
。
あ
あ
敗
戦
だ
、
た
だ

一
人
惜
と
し
て
声
な
し
。
武
装
解
除
の
た
め
に
火
器
銃
機
弾
薬

の
員
数
合
わ
せ
を
行
い
、
残
余
の
武
器
は
山
中
深
く
穴
を
掘
っ

て
埋
め
た
。

た
だ
し
、
万
一
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
の
地
に

引
き
返
し
て
埋
蔵
武
器
を
掘
り
出
し
て
戦
う
の
だ
と
い
っ
て
数

名
に
て
処
置
し
た
。

知
る
者
は
私
の
外
に
軍
曹
が
一
名
だ
っ
た
。

な
お
、
三
八
式
騎
兵
銃
の
菊
花
の
御
紋
章
は
、
完
全
に
消
滅
し

て
敵
に
渡
し
た
。
盡
忠
精
神
の
表
れ
だ
と
思
う
。

九
月
十
二
日
、
陣
地
よ
り
下
山
、
全
員
眼
光
の
み
鋭
く
、
体

は
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
だ
っ
た
。

同
月
十
九
日
、
ビ
ナ
レ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ネ
ス
に
て
、
米
軍
前
線

部
隊
と
接
解
（
武
装
解
除
）

。

同
月
二
十
三
日
、
エ
チ
ア
ゲ
飛
行
場
に
て
（
軍
装
解
除
）

。

日
本
軍
服
か
ら
褌
ま
で
全
部
焼
却
。
頭
か
ら
足
先
ま
で
、
全
部

米
軍
の
衣
服
を
着
用
す
。
背
中
と
両
足
に
は
ペ
ン
キ
で
Ｐ
Ｗ
と

書
い
て
あ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
一
車
両
に
五
〇
名
あ
て
乗
せ
ら
れ
て
運
ば
れ
る
。

南
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。
各
地
が
戦
場
の
跡
で
あ
る
か
ら

人
家
は
な
く
焼
け
野
原
で
あ
る
。
バ
レ
テ
峠
の
頂
上
で
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。
こ
の
地
は
我
が
鉄
兵
団
二
万
余
の
軍
人

が
生
命
を
賭
し
て
戦
っ
た
場
所
だ
。
山
形
が
変
わ
る
ほ
ど
の
砲

爆
撃
さ
れ
、

火
焔
放
射
さ
れ
地
肌
が
焼
け
て
黒
く
な
っ
て
い
る
。



草
木
は
一
本
も
な
く
、
心
よ
り
戦
友
の
御
冥
福
を
祈
っ
た
。

（
戦
後
、
現
地
慰
霊
団
と
し
て
御
遺
族
を
御
案
内
し
て
、
五

度
、
六
度
も
参
拝
し
ま
し
た
）

同
月
二
十
八
日
、
マ
ニ
ラ
の
南
ラ
グ
ナ
湖
畔
の
カ
ラ
ン
バ
の

仮
大
収
容
所
に
入
る
。
こ
こ
で
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
中
に

捕
虜
に
な
っ
た
者
が
大
き
な
顔
を
し
て
米
軍
の
指
揮
下
に
あ
っ

て
、
栄
養
満
点
の
体
で
、
私
た
ち
に
指
示
命
令
を
し
て
い
た
こ

と
だ
。
一
幕
舎
に
五
〇
人
詰
め
込
ま
れ
、
水
の
よ
う
な
お
粥
を

コ
ッ
プ
一
杯
く
れ
た
。
朝
起
き
る
と
何
名
か
の
遺
体
が
表
門
の

所
に
毛
布
に
巻
か
れ
て
あ
っ
た
。

十
月
二
十
八
日
、
マ
ニ
ラ
第
十
地
区
作
業
隊
。

十
一
月
三
日
、
マ
ニ
ラ
キ
ャ
ン
プ
（
ケ
ソ
ン
シ
テ
ィ
ー
）
新

都
市
建
設
の
道
路
作
業
隊
。

十
二
月
二
十
三
日
、
作
業
隊
と
し
て
再
度
転
送
さ
れ
、
ト
ラ
ッ

ク
は
一
路
北
上
し
て
降
ろ
さ
れ
た
所
は
、
何
と
い
う
因
縁
か
、

一
年
前
の
今
日
上
陸
し
た
同
じ
地
点
だ
。
満
一
カ
年
の
悪
夢
と

し
て
片
付
け
ら
れ
よ
う
か
、
心
中
は
何
人
に
も
計
り
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
、
双
六
の
振
り
出
し
だ
…
…
。

サ
ン
ハ
ン
の
砂
浜
に
天
幕
を
張
り
、
棒
を
立
て
、
鉄
条
網
を
張
っ

て
北
部
ル
ソ
ン
の
Ｐ
Ｗ
基
地
と
な
る（
メ
ー
ン
ス
タ
ッ
ケ
ー
ド
）

。

昭
和
二
十
一
年
一
月
八
日
、
作
業
隊
と
し
て
先
発
。
オ
ー
デ

ナ
ン
ス
だ
、
ポ
ロ
岬
の
最
先
端
に
設
営
す
。
三
方
が
サ
ン
ゴ
礁

の
海
で
一
方
の
み
柱
を
立
て
て
鉄
条
網
を
張
り
、
東
と
西
と
二

個
大
隊
の
入
る
天
幕
を
張
り
、
炊
事
場
・
医
務
室
及
び
病
室
・

シ
ャ
ワ
ー
施
設
等
々
を
建
設
し
た
。
こ
こ
は
戦
車
・
自
動
車
・

大
砲
と
重
火
器
か
ら
衣
服
・
腕
時
計
に
至
る
ま
で
全
部
の
軍
需

品
が
揃
っ
て
い
て
、
毎
日
作
業
に
行
く
。
大
型
自
動
車
で
来
る

所
は
何
十
名
、
ジ
ー
プ
で
来
る
所
は
数
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
迎

え
に
来
る
兵
隊
と
慣
れ
親
し
ん
で
や
っ
て
い
た
。
私
の
幕
舎
二

十
名
の
中
に
若
者
が
二
名
。

軍
政
要
員
の
話

幕
舎
は
部
隊
混
成
で
す
。
東
北
の
人
、
関
東
中
部
の
者
、
四

国
、
九
州
と
全
国
の
人
で
し
た
。
各
人
故
郷
の
食
い
物
の
話
が

一
番
で
、
次
い
で
風
俗
習
慣
な
ど
を
語
っ
て
虜
囚
の
憂
さ
を
晴

ら
し
た
。
前
記
二
十
歳
前
の
若
衆
は
、
軍
人
で
は
な
く
軍
政
要

員
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本
帝
国
政
府
に
は
拓
務
省
、
軍
需
省
、

大
東
亜
省
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
拓
務
省
が
創
設
し
た
機

関
で
「
興
南
練
成
院
、
大
東
亜
練
成
院
」
と
呼
称
し
（
第
一
部



は
司
政
官
の
短
期
研
修
、
第
二
部
は
大
学
高
専
卒
で
対
象
は
一

カ
年
、
第
三
部
は
中
卒
対
象
で
二
カ
年
）

、
軍
政
要
員
を
養
成

し
た
。
総
称
し
て
、
拓
南
塾
と
い
っ
た
。
彼
ら
は
第
三
期
だ
っ

た
。
他
の
要
員
と
計
三
十
三
名
が
北
ボ
ル
ネ
オ
派
遣
第
三
七
軍

付
け
で
受
令
し
た
。
う
ち
二
十
二
名
が
陸
軍
、
八
名
が
海
軍
の

雇
員
だ
っ
た
（
海
軍
は
理
事
生
と
呼
称
す
）

。
陸
軍
組
は
一
名
病

欠
で
あ
る
。

彼
ら
は
八
月
中
旬
、
宇
品
港
よ
り
出
航
し
、
九
月
二
十
一
日

バ
シ
ー
海
峡
で
敵
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
、
無
事
に
救
助
さ
れ
て

マ
ニ
ラ
兵
站
に
滞
在
し
た
が
、
戦
況
が
悪
化
し
て
任
地
へ
の
渡

航
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
比
島
派
遣
第
十
四
方
面
軍

の
各
部
局
に
転
属
と
な
っ
た
。
内
訳
は
報
道
部
十
名
、
政
務
班

四
名
、
同
付
属
比
人
教
育
隊
四
名
、
同
比
島
民
族
伝
統
文
化
研

究
所
二
名
で
し
た
。
計
二
十
名
中
一
名
は
バ
シ
ー
海
峡
に
て
海

没
船
と
運
命
を
共
に
し
た
戦
友
で
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
十
二
月
末
に
マ
ニ
ラ
を
撤
退
し
、
報
道
部
関

係
は
バ
ギ
オ
に
、
他
は
カ
ガ
ヤ
ン
峡
谷
に
向
か
っ
た
。
比
島
伝

文
研
は
マ
ニ
ラ
東
方
拠
点
に
入
っ
た
。
米
軍
上
陸
の
直
後
に
四

十
歳
未
満
の
嘱
託
軍
属
と
共
に
兵
隊
と
な
る
。
軍
の
待
遇
は
第

二
国
民
兵
ら
か
ら
臨
時
召
集
扱
い
さ
れ
た
者
と
し
て
、
一
つ
星

の
兵
隊
さ
ん
で
し
た
（
本
来
な
ら
准
士
官
か
下
士
官
待
遇
の
は

ず
）

。
本
来
な
ら
最
後
は
ポ
ツ
ダ
ム
少
尉
か
も
。
し
か
し
彼
ら

は
軍
事
教
練
を
受
け
て
い
な
い
非
戦
闘
員
だ
っ
た
。
中
途
よ
り

ペ
ン
取
る
手
に
銃
を
持
た
さ
れ
、
戦
い
の
終
わ
り
に
は
軽
機
関

銃
を
持
っ
て
戦
っ
た
と
か
、
負
け
戦
の
た
め
に
報
道
の
任
を
解

か
れ
兵
隊
と
し
て
比
島
の
山
野
を
走
ら
さ
れ
た
の
は
残
念
だ
っ

た
と
思
う
。
戦
後
抑
留
（
Ｐ
Ｗ
）
中
に
知
り
得
た
戦
友
の
中
で

は
、
軍
政
要
員
上
が
り
の
若
い
兵
隊
さ
ん
の
こ
と
が
、
今
な
お

頭
に
あ
る
。

我
々
は
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
、
ポ
ロ
岬
の
オ
ー
デ
ナ
ン
ス

残
務
整
理
を
行
っ
て
、
サ
ン
ハ
ン
、
メ
ー
ン
ス
タ
ッ
ケ
ー
ド
に

帰
る
。
同
月
七
日
、
北
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
港
よ
り
米
軍
の
Ｌ
Ｓ
Ｔ

に
乗
船
出
航
す
。
ル
ソ
ン
の
島
影
が
遠
く
霞
む
と
き
に
、
散
華

し
た
多
く
の
戦
友
並
び
に
在
留
邦
人
の
方
々
、
ま
た
現
地
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
人
た
ち
に
、
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
と
、
心
か
ら

念
じ
た
。

軍
の
作
戦
で
あ
っ
た
北
部
ル
ソ
ン
持
久
戦
が
、
今
少
し
早
く



終
結
し
て
い
た
ら
、
我
が
軍
の
損
害
も
か
な
り
少
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
復
員
船
上
の
十
日
間
は
、
な
ん
と
も
言

え
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
戦
争
は
「
い
や
だ
」
と
。

十
二
月
十
六
日
、
名
古
屋
上
陸
、
復
員
手
続
等
に
て
二
、
三

日
。
十
二
月
二
十
日
故
郷
に
帰
る
。

平
和
の
尊
さ
は
、
悲
惨
な
体
験
を
し
た
者
で
な
い
と
理
解
で

き
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
今
、
平
和
の
有
り
難
さ
を
つ
く
づ
く
実

感
し
な
が
ら
老
後
の
一
日
一
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

比
島
戦
末
期
　
主
計
兵
の
思
い
出
　 

新
潟
県
　
家
塚
克
己
　 

昭
和
十
九
年
四
月
十
日
、
関
東
軍
化
学
練
習
隊
に
分
遣
を
命

ぜ
ら
れ
同
日
満
州
の
牡
丹
江
を
出
発
。
哈
爾
濱
・
斉
斉
哈
爾
を

経
て
四
月
十
二
日
龍
江
省
富
拉
爾
基
に
到
着
、
同
隊
に
入
隊
し

た
。
こ
れ
が
私
の
軍
隊
生
活
六
年
間
の
運
命
を
大
き
く
左
右
す

る
原
点
と
な
っ
た
。

同
年
五
月
十
四
日
教
育
終
了
、
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
牡
丹

江
第
三
六
三
七
部
隊
に
入
っ
た
。
部
隊
に
入
っ
て
み
る
と
、
部

隊
は
南
方
転
出
の
た
め
騒
然
と
し
て
い
た
。
私
は
同
日
、
大
隊

本
部
付
け
で
兵
器
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
部
に
行
っ
て
見
る
と

小
林
軍
曹
と
言
う
兵
器
係
が
い
た
。
副
官
に
聞
い
て
見
る
と
、

私
の
兵
器
は
化
学
兵
器
の
こ
と
で
、
一
般
の
科
学
兵
器
で
は
な

か
っ
た
。

南
方
出
陣
の
準
備
も
整
い
六
月
十
二
日
牡
丹
江
出
発
。

釜
山
、

門
司
を
経
て
台
湾
に
寄
港
、
七
月
九
日
台
湾
を
出
港
、
ど
こ
に

行
く
の
や
ら
船
団
は
南
方
に
向
か
っ
た
。
私
の
乗
っ
た
船
は

「
瑞
穂
丸
」

、
数
十
隻
の
海
軍
護
衛
艦
に
守
ら
れ
、
夕
闇
迫
る

基
隆
港
を
後
に
し
た
。
明
け
て
七
月
十
三
日
午
前
七
時
三
十
五
分
、

「
日
蘭
丸
」
に
魚
雷
命
中
、
船
団
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
私
た
ち

は
甲
板
に
並
ん
で
「
日
蘭
丸
」
に
挙
手
の
敬
礼
を
な
し
、
犠
牲

者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
魚
雷
命
中
か
ら
船
体
が
波
間
に
見
え
な

く
な
る
ま
で
実
に
三
十
一
分
、
こ
の
間
、
退
避
可
能
時
間
は
七

～
八
分
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
魔
の
バ
シ
ー
海
峡
も
無
事
に

通
り
、
七
月
十
六
日
ル
ソ
ン
島
マ
ニ
ラ
上
陸
、
ダ
ガ
ホ
イ
小
学

校
に
入
る
。

八
月
十
六
日
、
大
隊
本
部
を
マ
ニ
ラ
城
内
の
レ
ト
ラ
大
学
に




